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研究成果の概要（和文）：本研究では、近世期の「環境共生型の市場経済化」について、英国（ケ

ンブリッジ州）と日本（信州上田小県郡）の村落社会を事例に、日常的生業活動の構造変化と

非日常的自然災害への対応変化を総合的に分析する。その結果、ダイナミックな市場経済の展

開に対し日英の村落諸経済社会組織は共通して堅固で適応的な対応を示した。他方、凶作・洪

水は深刻に影響し、村民にはやはり「飢饉」「災害」であり、彼らだけでは処理できない広域の

問題での藩・政府の対応を明らかにしている。  
 
研究成果の概要（英文）：This research project has been engaged in the 'parallel and contrast' 
study of two rural societies, one in England and one in Japan, in the period of the formation 
of the market economy, in other words the early modern period. The study is based on two 
village societies namely Willingham, Cambs., U. K. and Kami-shiojiri, Ueda, Nagano, 
Japan. It comprehensively analyses, as well as contrasts and parallels, the changes in the 
ordinary daily productive activities and the development of the responses to extra-ordinary 
natural disasters such as famines and bad harvests. Work in each research field has  
shown that social and economic organisations revealed their communality at the everyday 
level and there are very similar features which unite all the different activities carried out 
in times of natural disaster. The famines and other disasters were severely affected the 
villagers and these results also reveal the responses of the landlords and governments to 
such overwhelming circumstances.   
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１．研究開始当初の背景 
  本研究チームは、これまで、一連の 

＜対比＞研究として２つの研究を進め

てきた。１つは、市場経済形成期におけ

る農村社会の諸組織とその変容に関す

る研究、もう１つは、耕地や共同地＝コ

モンズの利用にかかわる自然環境との

共生構造に関する研究である。ただし、

従来の環境共生に関する研究の中心は、

静態的な「日常性の構造」を解明するこ

とにおかれていた。しかし、日英の歴史

的事例を検討する中で、環境共生の構造

が、日英の自然環境と社会的環境によっ

て大きく異なる内容を持つこと、また非

日常的な自然災害や市場経済化によっ

ても大きな影響を受けることなどが次

第に明瞭になり、本研究の取組を着想す

るにいたった。  
  上記対比分析の対象地は、英国が 16
〜18 世紀前半期の英国ケンブリッジ州

ウィリンガム教区周辺の沼沢地縁り農

村地域であり、日本が 17〜19 世紀の千

曲川流域にある上田小県郡の養蚕農村

地域である。両地域ともに、すでに本研

究チームが＜対比＞研究を実施し、人口

変動・市場経済化の構造・村落社会内諸

組織等々について一定の研究成果をあ

げていた。とくに社会経済史情報データ

ベースの構築および耕地・共同地利用状

況の地図情報的再現により、従来不分明

であった市場経済形成期の村落社会に

おける自然環境共生構造の実態やその

歴史的性格を分明にし、同時に日英両国

間の環境共生構造の社会的位相を明ら

かにしていたのである。  
 

２．研究の目的 
 本研究は、「近世期」のイングランドと日
本という二つの社会をとりあげ、村落社会が
市場対応型の経済発展を進める中で自然環
境とどのように共生しまた管理していたの
か、その論理と実態を社会経済史的な＜対比
＞研究として明らかにしようとするもので
ある。ここでいう＜対比＞とは、それぞれの
経済社会が持つ固有性をそのまま認めた上
で、市場経済化のような普遍的性格の強い歴
史的現象において、相互にどのような共通
性・相似性・相違性をみせたのかを比較分析
しようとする方法を意味する。したがって、

それぞれの歴史社会の専門家相互のコミュ
ニケーションを不可欠の要素とする。 
 これまで、近世期の村落社会は自然に包摂
された受動的な存在として理解されるか、そ
の対極として自然と共生する能動的な存在
として理解されてきた。市場経済化（経済史
の古典的な表現を用いれば商品経済化）は、
多くの場合、どちらの立場であっても、村落
社会の両極分解的破壊や、共生システムの破
壊者として否定的に理解されてきた。しかし、
現実の歴史過程をみると、市場経済形成期に
あっては村落社会が一定の共同性を発現さ
せつつ、地域社会の保全や市場経済に対応し
た経済資源利用の自然共生的管理を実現し
ようとする場合が多かったのであり、洪水等
による自然災害への対応も、そのような歴
史・社会的文脈の中でなされたのであった。 
 本研究では、そのような近世期のいわば
「環境共生型の市場経済化」について、イギ
リス（ケンブリッジ州）と日本（信州上田小
県郡）の村落社会を事例としてとりあげ、そ
れぞれ 1世紀以上にわたる日常的な生業活動
の構造変化と非日常的な自然災害への対応
変化のプロセスについて総合的に分析し、 
＜対比＞する。 
 
３．研究の方法 
 本研究は、近世期のイングランドと日本と
いう二つの社会において、特に市場経済形成
期村落社会が環境共生型の市場経済化をど
のように実現したのか、＜対比的＞手法をも
って歴史分析しようとするものである。研究
計画は主に自然災害を焦点にした社会経済
史的データベースおよび自然環境史の大縮
尺地図情報的再現データの応用と、それらと
相互の関係にある実態調査・史料調査によっ
て構成された。 
(1)基本姿勢 
 本研究計画は申請者が従事してきた対比
研究の発展として、対象同士の歴史的独自姓
を認めた上で共通性・相違性・相似性をうか
がうという基本姿勢にたつ。 
(2)分析技法 
 本研究のとる分析技法の基本は社会経済
史的なものである。もっともすでに本共同研
究チームによる＜対比＞研究の実績が、同根
ながらも分析視角・方法においてまったく異
なる２つの研究として存在していた。そして、
本研究はその２つの研究を高次に統合する。
そのために、本研究計画は基本としては文書
を解読しつきあわせる伝統的方法をとるが、
同時に以下の独自な分析新技術を用いた。 



 

 

 ①日英村落高次統合型データベース：従来
の研究成果でもある日英の社会経済史情報
データベース（宗門改帳 DB、史料画像 DB、
遺言書 DB 等）と土地利用データベースとを
有効に融合し、現在整理中の新たな日英村落
史料群をも加えつつ新たな高次統合データ
ベースを作成している。 
 ②GIS を利用して地域空間の社会的・自然
環境的な構造再現：大型高精能スキャナを用
いて入力された空中写真を、GIS ソフトウェ
アとデジタル写真測量関連モジュールを含
むリモートセンシング解析ソフトウェアを
もって、大量画像データ処理をおこなった。 
 ③自然社会環境の現地実地調査：制度的に
歴史文献史料に現れない自然社会環境情報
を、実地調査により収集した。 
 
４．研究成果 
 本研究によって、これまでのところ、以下
のような成果を確認することができた。言う
までもないが、個々具体的な事例についての
研究成果は下記多数の発表著作・論文・国内
外学会報告に体現されている。 
（1）近世期環境共生型の市場経済化 
 日英の洪水・凶作データを用い、洪水と生
活構造との関連で立体的観察をおこない、市
場経済化期の凶作・飢饉時における日英村落
社会を対比したところ、市場経済形成期にお
いて、ダイナミックな市場経済の展開に対し
て日英の村落諸経済社会組織が共通して予
想以上に堅固で適応的な対応を示すことを
明らかにした。 
 従来の環境共生に関する研究の中心は、静
態的な「日常性の構造」を解明することにお
かれていた。しかし、日英村落の歴史的事例
を検討する中で、環境共生の構造が、非日常
的な自然災害によって新たな側面をあらわ
すことも史実として把握できることが確認
された。 
 とくに、市場経済形成期にあっては村落社
会が一定の共同性を発現させつつ、地域社会
の保全や市場経済に対応した経済資源利用
の自然共生的管理を実現しようとする場合
が多かったことがわかった。洪水や凶作等に
よる自然災害への対応も、そのような歴史・
社会的文脈の中でなされたのであった。 
 (2)  「飢饉」「凶作」の社会経済史的意味 
 他方、凶作・洪水は深刻な影響をもたらす
がゆえに、村民にとってはやはり「飢饉」「災
害」なのであり、彼らだけでは処理できない
広域の問題では藩・政府の対応を明らかにし
ている。とくに水防という観点からすれば近
世期においては日本および欧州農民は基本
的に村落ないし地域単位で氾濫を前提に
日々の生活体系を築いていた事、それが治水
という観点からの国家政策とは近代に至る
までまったく異なる次元にあったという共

通認識にたどりついているのである。 
（3）自然災害古文書分析結果の地図重層表
現の成功 
 主として日本の上塩尻の事例において古
文書分析による洪水・飢饉データの深化に加
えて自然災害の歴史分析の基礎である大縮
尺の地図データの応用として、洪水と生活構
造との関連で立体的観察をおこない土地保
有との相関関係を重層的に表現することに
成功した。 
（4）新史料・データの発見 
 対比研究の英国の対象であるケンブリッ
ジ州ウィリンガム教区および近辺において
の洪水および干拓データ生成のための現地
調査と、ケンブリッジ州公文書館における史
料調査により、現地研究者にも未知・未利用
であった耕地利用・生産関係・干拓の新史
料・新データを見出した。  
（5）今後の展望：対比研究の可能性  
 本研究は、それぞれの歴史社会の専門家相
互のコミュニケーションを不可欠の要素と
するために、研究成果の国際的公表は重要な
要素である。そのため、下記国際学会での報
告は必須であった。その結果わかったことと
して、国際社会では、日本の村落社会の歴史
については、「イエ」のあり方ひとつでも庶
民レベルでの理解は十分ではない。本研究プ
ロジェクトが環境共生および制御をテーマ
にしながらも、その土台となる事柄も含め、
ヨーロッパの歴史的文脈理解を前提に双方
向的になされ、現地研究者との議論も十分生
産的・創造的になしうることを示し西欧諸国
との比較可能性を拓いたのである。 
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